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令和３年度 第３回練馬区放課後子ども総合プラン運営委員会 会議要録 

 

１ 日時   令和４年３月２４日（木）午後６時３０分～午後８時 

２ 場所   本庁舎７階 防災センター 

３ 議事および委員意見交換ならびに練馬区発言要旨 

 

⑴ 放課後児童対策事業と地域との関わりについて<意見交換> 

   

□ 委員意見交換要旨 

ア 卒園児の小学生を対象に、夕方の延長保育という形で預かってくれる保育園があ

る。こうした方法で学童保育をサポートしてもらえるのではないか。 

イ ねりっこクラブの実施に伴い、学童クラブを閉室した場合でも、その地域で待機

児童が出て、ねりっこプラスを利用する状況が続く場合は、学童クラブを再開させ

ることも必要なのではないか。 

  ウ 子どもたちと地域の人との交流がないと、次世代の育成支援にならない。応援団

が協力して地域社会の中で取組をしていかなければならないと思っている。 

  エ 地域のお年寄りとの関わりは核家族が多い中で大事だと思う。令和４年度は地域

の音楽家が演奏してくれるイベントを７月に行う予定である。地域の財産というべ

きいろいろな才能を持った方にご協力いただいている。 

  オ 民生委員や地域ボランティアスタッフにコースごとに帰宅付き添いを行ってもら

った。子どもたちとつながるきっかけづくりができ、帰り道の安心感もあってとて

もよかった。 

区の主導により情報交換や意見交換の場があれば、地域の方との出会いや学童ク

ラブ同士の活性化につながる。 

  カ 地域に住む方々の協力により、子どもたちに向けてできることがあるという情報

を、学童クラブの運営事業者に伝えられる場があればいいと思う。 

キ 保育士体験の学童版があればと思う。現場を知るチャンスが学童の保護者にもあ

ればと感じる。 

ク 学童クラブもひろばも、保護者に参加してもらったり地域の方に関わってもらい、

いつでも様子を見てもらえるようにできると思う。 

 

□ 練馬区発言要旨 

  待機児童対策については、地域それぞれの施設設置状況や、児童・保護者の声を

基にしながら、地域にあったやり方を考えていきたい。 

地域の方々と放課後の事業のつながりということでは、児童館やねりっこクラブ

に運営協議会があり、情報交換が行われている。また、個々の放課後の事業につい

ては、それぞれの現場でも、区の担当でもいつでも受付けているので、ご意見を寄

せていただければと思う。 
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 ⑵ 練馬区放課後子ども総合プラン運営委員会の進め方について<意見交換> 

   

□ 委員意見交換要旨 

  ア 区の４つの地域から１人ずつ保護者を委員会に出席させてほしい。 

 イ 区は子どもたちをどんなふうに育てたいというようなビジョンを持ち議論すると

いい会議になると思う。 

 ウ 話し合って終わりでなく、ここで話し合ったことがどう取組まれたか具体的に見

えるといいと思う。 

 エ 学童クラブのアンケートは保護者の声をきく形になっている。ひろばアンケート

のように子どもの気持ちを聞ける調査項目を増やしてもらえないか。 

  オ アンケートは今年度からWEB回答ということで良くなった反面、回答率が下がっ

たと思う。それを踏まえ来年度何かやるのか、また紙でやるのか決まっているのか。 

   

  □ 練馬区発言要旨 

    会議の主役は、各委員なので、様々な子どもに係わる立場からの委員として意見

を交わし合ってほしい。その意見のやり取りを聞いて、区として施策に生かしてい

きたい。 

アンケートに関しては、子どもたちの声も含めて、できるだけ多くの意見を集め

られるように検討していきたい。 


